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100%子会社の吸収合併による
グループ経営体制の強化について
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100%子会社の吸収合併

100%
子会社

存続会社：㈱インターネットイニシアティブ

ネットワークサービスとシステムインテグレーションとの両輪を融合し、高まるITアウトソース
需要に対し最適なトータル・ネットワーク・ソリューションを提供

100%子会社の吸収合併の為、本合併による連結業績への直接的な影響はありません

㈱インターネット
イニシアティブ

設立 ：1992年12月

資本金：14,295百万円（単体）

売上高：45,318百万円（単体）

従業員：723名（09/12末現在、単体）

事業内容

主に、ネットワーク関連サービス
の開発とサービス提供

㈱インターネット
イニシアティブ

設立 ：1992年12月

資本金：14,295百万円（単体）

売上高：45,318百万円（単体）

従業員：723名（09/12末現在、単体）

事業内容

主に、ネットワーク関連サービス
の開発とサービス提供

㈱アイアイジェイ
テクノロジー

設立 ：1996年11月

資本金：2,358百万円（単体）

売上高：25,452百万円（単体）

従業員：471名（09/12末現在、単体）

事業内容

主に、ネットワークシステム（SI）
の開発と運用保守受託

㈱アイアイジェイ
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100%
子会社

㈱アイアイジェイ

フィナンシャルシステムズ

設立 ：2004年9月

資本金：50百万円（単体）

売上高：5,602百万円（単体）

従業員：88名（09/12末現在、単体）

事業内容

主に、金融機関向けシステム開発と
運用保守を受託
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フィナンシャルシステムズ
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事業内容

主に、金融機関向けシステム開発と
運用保守を受託

2010年4月1日付
合併

上記 売上・資本金数値は2009年3月期及び2009年3月期末現在のものです。

簡易合併
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合併の狙い

中長期的なIT需要の拡大を的確に捕捉していくために、ネット
ワークサービスとSI事業を融合のうえ、更なる成長実現に最適な
グループ経営基盤を確立・強化する

• 業種別事業部制の導入(営
業+SE体制)によるお客様
リレーション･満足度の更
なる強化、高度な顧客ニー
ズに対応

• プロダクトマーケティング
本部新設によるサービス企
画、拡販機能の強化

• グループ内オペレーション
センター業務集約、内製化
推進によるコスト効率向上

• サービス･システムインテ
グレーション運用窓口の
ワンストップ化による
お客様満足度の向上

• ネットワークインテグレー
ション部隊の一体化による
体制強化と効率化

• ネットワークとシステムの
開発体制一体化による体制
強化と効率化

• クラウド事業本格取組みに
向けた体制立上げ

• 業務融合による業務･
コスト効率の向上

• 全社にて外注人員
数十人規模削減

サービス・SIの
一体提供体制による

提供価値向上

運用基盤共通化
による競争力向上

重点分野への技術
リソース最適配分

重複業務整理による
スタッフ部門効率化

＜実現機能＞
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新たな組織体制

4月1日より、執行役員制度を導入予定です。

事業統括部

第１事業部

第２事業部

第３事業部

金融システム事業部

公共システム事業部

地方拠点事業部

マーケティング本部

サービスオペレーション部

サービスインテグレーション部

プラットフォームサービス部

アプリケーションサービス部

ネットワークサービス部

データセンターサービス部

サービス統括部

製品開発部

事業推進部

経理部

財務部

予算統括部

経営企画部

SEIL事業部サービス本部 管理本部 経営企画本部

内部監査室 総合企画部

監査役会 取締役会

株主総会

ビジネスユニット（BU）

人事部

コンプライアンス部

事業基盤システム部

情報セキュリティ管理室

資材部

業務部

広報部
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本資料には、1995年米国民事訴訟改革法（Private Securities Litigation Reform Act of 
1995）の「セーフハーバー」規定に定義する「将来性の見通しに関する記述（forward looking 
statements）」に該当する情報が記載されています。本資料の記載のうち、過去または現在の事実に

関するもの以外は、将来の見通しに関する記述に該当します。将来の見通しに関する記述は、現在入
手可能な情報に基づく当社グループまたは当社の経営陣の仮定及び判断に基づくものであり、既知
または未知のリスク及び不確実性が内在しています。また、今後の当社グループまたは当社の事業を
取り巻く経営環境の変化､市場の動向､その他様々な要因により、これらの記述または仮定は､将来実
現しない可能性があります。現時点において想定しうる当社グループの主なリスク及び不確実性とし
て、

１） 国内景気の低迷、経済情勢の変化等による企業のシステム投資及び支出意欲の低下、

２） サービスの中断等による当社グループのサービスへの信頼性の低下及び事業機会の逸失、

３） ネットワーク関連費用、外注費、人件費等、費用規模の想定を超える増加、

４） 競合他社との競争及び価格競争の進展、

５） 投資有価証券及び営業権等ののれん資産の価値変動及び実現、

６） 税効果会計による法人税等調整額の規模及び実現時期の変動

等がありますが、これら及びその他のリスク及び不確実性については、当社グループまたは当社が、
1934年米国証券取引法（Securities Exchange Act of 1934）に基づき米国証券取引委員会に届出
し開示している英文年次報告書（Form 20-F）及びその他の書類をご参照下さい。

※ 事業等のリスク

株式会社インターネットイニシアティブ （財務部 IR室）

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-105 神保町三井ビルディング

TEL: 03-5259-6500    FAX: 03-5259-6311  URL: http://www.iij.ad.jp/IR     E-Mail: ir@iij.ad.jp

※ お問い合わせ先


